スギ樹皮糖化産物がメタン発酵特性に与える影響の解析
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[目的・背景] 近年、木質バイオマスのエネルギー変換を目的としたバイオプロセスが注目されている。しかし、樹皮には酵素阻害作用および殺菌効果をもつタンニンが含まれており、バイオプロセスによる処理が困難であるとされてきた。そこで本研究では、木質バイオマスで約1年馴養した嫌気性消化汚泥を用い、スギ樹皮糖化産物のメタン発酵特性を解析し、スギ樹皮のメタン発酵の可否を調べた。

[方法・結果と考察] 10 L容のジャーファーメンターに、5 Lの木質バイオマス処理に馴養した嫌気性消化汚泥を投入し、初期のHRT=120 dayから開始し、88日間でHRT=30 dayまで樹皮糖化産物の供給量を上昇させた。その結果、メタンガスの生成量が、36日目(HRT=120day)で258 mL/gCOD、49日目(HRT=60 day)で307 mL/gCOD、133日目(HRT=30 day)では394 mL/gCODとなった。また、樹皮糖化産物のメタンガスへの転換効率は56.3 %であった。この結果から木質バイオマスに馴養した汚泥を用いて、段階的に投入量を増やすことでスギ樹皮糖化産物の連続メタン発酵が可能であることが分かった。また、栄養成分の添加量を減らすことも検討している。
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